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成川南
みなかた

方神社の神
か ん め

舞
荘厳な舞が観客を魅了

360年以上の歴史があ
るといわれ、３年に１度
行われている成川南方
神社の神舞。10月23
日、成川保育園前広場
の舞台で14の舞が奉納
されました。女の子の舞

「ネイメ」に始まり、最後
の勇壮な舞「十

う つ る っ
二人剣」

が終わるのは深夜。脈々
と受け継がれる全身全
霊を注いだ舞は、訪れ
た観客を魅了しました。

今月の表紙

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

●スマイルひろば ●子育てサポーター養成講座
●母子手帳交付、妊婦相談

９：30～11：00
●子育てママ・パパの運動

教室（託児付き）
　 10：00～11：00
●６～８か月児健診

 （指宿地域児対象）
◎12：50～13：15

●いぶすき産業まつ
り（～４日）

●結いの集い ●レジャーセン
ター健康相談 
13：30～15：30

●砂むし会館
「砂楽」臨時
休館

●健幸ふれあいパークゴルフ大会
●センター開放 ９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談

 ９：00～11：00
●子育てママ・パパの運動教室
   （託児付き） 10：00～11：00
●乳児・産婦健診（指宿地域児対象）

◎12：50～13：15

●乳児・産婦健診
   （山川・開聞地域児対象）
    ◎12：50～13：05
●６～８か月児健診
   （山川・開聞地域児対象）
    ◎13：05～13：20

●指宿商業高校定
期演奏会

●南日本10㎞ロ
ード通信競技大
会・指宿地区長
距離走大会

●いぶすき忘年ウ
オーク

●母子手帳交
付、妊婦相談 
９：30～11：00

●育児相談 ◎
10：00～11：30

●子育てサポーター養成講座
●MAIENZA販売日
●センター開放 ９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談

 ９：00～11：00
●楽しく遊ぼう教室 10：00～11：00

●１歳６か月児健診(指宿地域児対象） 
◎12：50～13：15

●集めておいしい！
指宿まるごと

　スタンプラリー
（～3月31日）

●母子手帳交付、妊婦相談 
９：30～11：00

●育児相談 ◎10：00～11：30

●１歳６か月児健診
   （山川・開聞地域児対象）
    ◎12：50～13：15

●ヘルシーラ
ンド健康相談 
10：00～13：00

●センター開放 ９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談

 ９：00～11：00
●育児相談 ◎９：１５～１０：３０
●子育てママ・パパの運動教室
   （託児付き） 10：00～1１：00
●２歳児健診（指宿地域児対象）

◎12：50～13：15

●3歳児健診
(指宿地域児対象）
◎12：50～13：15

●特殊効果花火と
イルミネーショ
ンの響宴

●母子手帳交
付、妊婦相談 
９：30～11：00

●官公庁仕事納め
●母子手帳交付、妊婦相談

 ９：00～11：00

●山川ふるさと
　歳の市

●カウントダウン花火

●官公庁仕事始め
●市成人式
●センター開放 ９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談

 ９：00～11：00
●子育てママ・パパの運動教室
   （託児付き） 10：00～11：00

●スマイルひろば ●６～８か月児健診
   （指宿地域児対象）
    ◎12：50～13：15

11/27 11/28 11/29 11/30 1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 天皇誕生日 24 

25 26 27 28 29 30 31 

●
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
　
●
保
健
セ
ン
タ
ー
日
程
　
◎
は
受
付
時
間

12 December 2016インフォメーションカレンダー
指宿保健センター　　　　開聞保健センター
レジャーセンターかいもん　　　　山川文化ホール
愉徒里館　　　　ヘルシーランド　　　　山川図書館

開催場所
指宿保
レジャ
愉徒里

愉徒里

ヘルシ 山川図

開聞保
山川文

指宿市市長公室広報統計係
〒891-0497　鹿児島県指宿市十町2424番地
☎0993-22-2111内123
ホームページ  http://www.city.ibusuki.lg.jp
メール  info@city.ibusuki.jp

編集発行

税の種類 期　　別
固 定 資 産 税 ４期
国 民 健 康 保 険 税
介  護  保  険  料
後期高齢者医療保険料

６期

口 座 振 替 日 12月26日㊊
納 付 書 で の 納 期 限 12月26日㊊

総  人  口 41,189人（−  34）
男 18,920人（−  16）
女 22,269人（−  18）

世  帯  数 18,331戸（−  16）

問税務課収納対策室管理係内232

■今月の税金は？

■人のうごき 11月１日現在（前月比）

指宿保

1/1元旦 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 1/7

ヘルシ

レジャ

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保
指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

山川図

山川文

山川文

開聞保

開聞保

開聞保

開聞保

開聞保

開聞保

山川文
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  ［特集］人権を知って優しくなる

人を思う心を育てよう



人
権
っ
て
何
だ
ろ
う

人
権
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。
人
権
が
守
ら
れ
て

い
る
社
会
で
は
、
思
っ
た
こ
と
を

自
由
に
言
え
た
り
、
自
由
に
結
婚

で
き
た
り
、
好
き
な
音
楽
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
で
は
、
当

た
り
前
な
こ
と
で
す
が
、
ず
っ
と

当
た
り
前
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切

な
人
権
も
、
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
か
た
ち
は
時
代
に
よ

っ
て
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
を
長
く
務
め
て

い
る
中
園
さ
ん
に
、
子
ど
も
の
人

権
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
子
ど
も
を
守
ろ
う

　

「
子
ど
も
は
社
会
の
宝
」
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
、
社

会
の
中
心
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど

も
は
大
人
た
ち
の
夢
で
も
あ
る
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
に
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て

も
ら
い
た
い
。

し
か
し
、
い
じ
め
や
体
罰
、
虐

待
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
依
然
と
し
て
問
題
が
多
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
に

は
、
助
け
を
求
め
て
も
ら
い
た
い

し
、
い
じ
め
る
子
ど
も
が
何
か
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
な
ら
、
解
決

の
手
助
け
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
周
り
で
こ
の
よ
う
な
問

題
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
誰
か
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
人
権

擁
護
委
員
で
も
、
友
達
で
も
、
学

校
の
先
生
で
も
、
親
御
さ
ん
で
も

ネ
ッ
ト
の
人
権
侵
害

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
掲
示
板
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
る
ツ
ー
ル

が
あ
り
、
情
報
の
収
集
や
発
信
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
便
利
な
反
面
、
人
権
侵
害
が

起
き
や
す
い
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
人
権
侵

害
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
他
人
へ

の
誹ひ

ぼ
う謗
中
傷
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

構
い
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
早
く
発

見
し
な
い
と
、
心
の
傷
が
き
っ
か

け
で
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
）
な
ど
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
深

刻
な
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

教
育
虐
待
と
は

最
近
で
は
「
教
育
虐
待
」
も
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

親
は
将
来
の
こ
と
を
考
え
、
子
ど

も
に
医
学
部
へ
の
進
学
を
望
む
け

れ
ど
、
子
ど
も
は
自
分
の
進
み
た

い
道
が
あ
る
。
親
と
し
て
は
子
ど

も
の
た
め
を
思
っ
て
い
て
も
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
強
い
負
担
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
親
は
、
自
分
の
思
い
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
の
は
、

「
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
誰
か
に
相

談
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。相
談
す
る
の
が
恥
ず
か
し
い
、

相
談
し
た
の
が
分
か
っ
た
ら
仕
返

し
を
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
必
ず
誰
か

が
見
守
っ
て
い
て
、
助
け
て
く
れ

る
人
が
い
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と

に
迷
っ
て
い
た
ら
、
少
し
だ
け
で

も
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

人
権
侵
害
は
犯
罪
で
す

人
権
侵
害
に
関
す
る
法
律
が
整

備
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
掲
示
板
な
ど

の
、
人
権
を
侵
害
す
る
書
き
込
み

の
削
除
は
も
ち
ろ
ん
、
書
き
込
ん

だ
相
手
を
特
定
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
権
侵
害
は
、
警
察
や
法
務
局

が
被
害
の
相
談
窓
口
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
に
書
き
込
む
と
き

は
、
思
い
が
け
ず
加
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
、
投
稿
前
に
内
容
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

家庭や学校での悩み、
人権擁護委員に相談してください

ネットの使い方をチェックしよう
ネットといっても端末の向こうにいるのは人。相手を傷つけたり、トラブ
ルに巻き込まれないように気を付けましょう。

人権を知って優しくなる特集

0
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（件）

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

636
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179 227 342 345
485

355

600
739

1,041

671

957

1,429

1,736インターネットによる人権侵犯
うちプライバシー侵害
うち名誉毀損

きそん

人を傷つけないために 自分を守るために

□ 氏名や生年月日など、個人情報を安易に書き込まないようにする

□  SNSの個人間・グループ内のやりとりも、表に出ることがある
と理解する

□ 世界中から見られていると　
　 意識する □ 怪しいサイトに近づかない

□ 悪口などを書き込まない □ IDやパスワードを書き込ま
　 ない

□ 暴力的な言葉は使わない □ 知らない人のメールに返信
 　しない

□ 他人の発言をあおらない □ メールの添付ファイルに気
　 を付ける

□うわさなどを書き込まない □ ネット上の知人に安易に会
　 わない

□ 安易に他人が写った写真・
　 動画をアップロードしない

□ 無料、プレゼントなどに気
 　をつける

□ 雑誌などの文章や写真をア　
　 ップロードしない

□ 不当な請求には料金を払わ 　
 　ない

□ 他人になりすまして書き込
　 まない

□ ネット上の情報を鵜呑みに
 　しない

「人権の花」運動で、ヒマワリを育てて思いやりを学んだ丹波小の児童たち

インターネット上の人権侵害情報に関する
人権侵犯事件の推移

人権擁護委員が市と連携して市民の人権を守ります

　人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、
問題解決の手伝いをします。法務局の職員と協力して、
人権侵害の被害者の救済や人権の大切さを知ってもら
うための活動を行っています。

中
なか

　園
ぞの

　伸
のぶ

　宏
ひろ

（二月田）　福
ふく

　﨑
ざき

　恭
きょう

　子
こ

（宮之前）
井
い た ち だ

立田　詠
えい

　子
こ

（木之下）　濵
はま

　田
だ

　　　悟
さとる

（浜　西）
櫻

さくら
　井

い
　美

み よ こ
代子（大園原）　坂

さか
　元

もと
　明

あき
　子

こ
（川尻西）

田
た

　中
なか

　安
やす

　夫
お

（松原田）　城
き

　戸
ど

　勝
かつ

　代
よ

（小川西）
井
い

　手
で

　康
やす

　子
こ

（井手上）

　人権擁護委員が相談を受け付けています。

▼日時 ・場所
　12月６日㊋　市役所指宿庁舎第１会議室
　平成29年１月19日㊍　山川文化ホール
　２月７日㊋　開聞農村環境改善センター

▼時間／10：00～15：00
問市民協働課市民係☎㉒2111内216

相鹿児島地方法務局知覧支局（人権全般）
　☎0993-83-2208
　子どもの人権110番（鹿児島地方法務局）
　☎0120-007-110
　児童相談所全国共通ダイヤル
　☎189（いちはやく）
　市民協働課市民係☎㉒2111内216

特設人権相談所 困ったときはすぐに相談を

浄福寺の住職を務める56歳。
大学での心理学専攻や、社
会福祉協議会での仕事を通
じて人権の大切さを実感す
る。平成11年から、人権擁
護委員を17年務めている。

中
な か

園
ぞ の

伸
の ぶ

宏
ひ ろ

さん
（二月田）

人を思う心を育てよう
12月４日～10日は人権週間。この機会に人権を考えてみませんか。

人権擁護委員（９人）

22016.12  　　広報いぶすき3 Ibusuki City Public Relations, 2016.12



1  真剣なまなざしで舞台の練習を確認  2 山川ツマベニ少年太鼓の後輩に演技を指導 3  4  西さん主演の演舞「千本桜」 5  TAOと山川ツマベニ少年太鼓の共演
6  公演後、後輩たちと記念撮影

3

4

1

6 5

いぶすきの

西
に し

亜
あ り さ

里沙 さん

今回は、本市出身で和太鼓グループＴ
タ オ

ＡＯのリーダーと
して、世界中で活躍する西さんにお話を聞きました。

ＴＡＯ
平成５年、和太鼓を中心としたエンターテインメントグループとして、愛
知県小牧市で結成。その後、自然豊かな環境を求め、平成７年に大分
県竹田市久住町に移転。平成16年、イギリス「エディンバラ・フェス
ティバル・フリンジ」で絶賛を受け海外公演を開始。以来、今年で通
算23カ国500都市での公演、世界観客動員数700万人を記録した。

このまち  もっと  あたたかく

９
月
17
日
、
市
民
会
館
は
18
年
続
く
Ｔ

Ａ
Ｏ
の
指
宿
公
演
で
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

大
人
数
で
演
奏
さ
れ
る
太
鼓
の
力
強
い

響
き
は
、
太
古
の
部
族
を
感
じ
さ
せ
、
郷

愁
を
誘
う
笛
の
音
や
あ
で
や
か
な
和
装
は
、

ま
た
異
な
る
時
代
を
想
起
さ
せ
る
。
ど
こ

か
日
本
の
よ
う
で
無
国
籍
の
よ
う
な
、
時

間
と
空
間
を
超
え
た
舞
台
が
、
観
客
を
非

日
常
へ
と
い
ざ
な
っ
た
。

今
や
世
界
中
を
魅
了
す
る
存
在
と
な
っ

た
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
、
４
代
目
の
座
長
と
し
て
引

っ
ぱ
る
の
が
、
本
市
出
身
の
西
さ
ん
だ
。

高
校
２
年
生
の
時
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
指
宿
公

演
を
見
て
以
来
、
太
鼓
の
世
界
に
魅
了
さ

れ
、
卒
業
と
同
時
に
加
入
。
今
年
で
ち
ょ

う
ど
在
籍
20
年
を
迎
え
た
。
数
々
の
苦
難

を
乗
り
越
え
て
き
た
そ
の
表
情
は
、
突
き

抜
け
た
よ
う
に
涼
や
か
で
明
る
い
。「
最

初
は
太
鼓
に
特
に
興
味
は
な
く
、
母
校

（
指
宿
商
業
高
校
）
に
和
太
鼓
部
が
あ
る

の
も
知
ら
な
か
っ
た
く
ら
い
」
と
屈
託
の

な
い
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
何
か
を
や
り
た
い
と
強
く

思
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
西
さ
ん
。

「
太
鼓
に
熱
中
し
て
い
る
の
が
、
な
ん
だ

か
自
分
で
も
不
思
議
で
し
た
」
と
、
当
時

を
振
り
返
る
。
そ
の
後
、
太
鼓
へ
の
思
い

の
強
さ
か
ら
、
平
成
８
年
の
高
校
３
年
生

の
時
「
山
川
ツ
マ
ベ
ニ
少
年
太
鼓
」
を
立

ち
上
げ
た
。
そ
し
て
今
で
も
、
地
元
の
後

輩
た
ち
を
大
切
に
思
い
、
指
宿
公
演
の
時

に
は
指
導
を
行
っ
て
い
て
、
今
回
も
公
演

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
共
演
を
果
た
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｏ
に
入
っ
て
か
ら
は
、
毎
朝
６
時

か
ら
10
㎞
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
ハ
ー
ド

な
練
習
が
待
っ
て
い
た
。
運
動
と
縁
の
な

か
っ
た
西
さ
ん
に
と
っ
て
、
と
て
も
過
酷

な
も
の
だ
っ
た
が
「
自
分
で
決
め
て
始
め

た
こ
と
だ
か
ら
」
と
、
努
力
を
重
ね
る
日

々
が
続
い
た
。
「
何
度
も
倒
れ
る
か
と
思

っ
た
け
ど
、
意
外
と
倒
れ
な
い
も
の
で
す
、

人
っ
て
」
と
笑
う
西
さ
ん
か
ら
は
、
周
り

を
和
ま
せ
る
気
く
ば
り
や
余
裕
を
感
じ
た
。

し
か
し
当
時
は
限
界
を
感
じ
、
社
長
に

辞
め
た
い
と
伝
え
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
時
社
長
に
「
舞
台
で
自
分
を
ど
う
見

せ
る
か
、
君
と
一
度
も
話
を
し
て
い
な
い
。

そ
の
努
力
な
し
に
限
界
と
言
え
る
の
か
」

と
問
わ
れ
、
ハ
ッ
と
し
た
。「
そ
れ
ま
で

は
た
だ
耐
え
て
た
だ
け
で
、
自
分
の
役
割

や
Ｔ
Ａ
Ｏ
に
い
る
意
味
を
あ
ま
り
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
」。演
者
と
し
て
大
切
な

こ
と
は
何
か
、
目
が
覚
め
た
瞬
間
だ
っ
た
。

西
さ
ん
は
「
舞
台
に
立
つ
上
で
一
番
大

切
な
の
は
、
女
性
ら
し
さ
を
残
し
つ
つ
演

じ
る
こ
と
で
す
」
と
語
る
。
女
性
ら
し
さ

を
表
現
す
る
上
で
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、
人
間
国
宝
に
韓

国
舞
踊
を
習
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
四
国
の

寺
で
１
週
間
、
必
死
な
思
い
で
舞
や
所
作

を
習
得
。
そ
し
て
そ
の
頃
か
ら
、
自
分
の

ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
。

「
私
は
本
当
に
何
も
で
き
な
い
人
で
し

た
」
と
話
す
西
さ
ん
。
そ
ん
な
時
Ｔ
Ａ
Ｏ

に
出
会
い
、
勇
気
を
出
し
て
飛
び
込
ん
だ
。

「
少
し
の
き
っ
か
け
で
人
生
が
変
わ
る
こ

と
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
。
自
分
の
可
能

性
を
信
じ
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
挑
ん

で
ほ
し
い
」。そ
う
語
る
西
さ
ん
の
瞳
は
、

無
限
の
未
来
を
映
す
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て

2
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１
月

１
日
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始

４
日
／
市
成
人
式

10
日
／
第
35
回
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会

23
・
24
日
／
第
24
回
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ー
チ

31
日
／
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
で
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝

２
月

13
～
17
日
／
県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会
で
３
年
連
続
Ｃ
ク
ラ

　
　

ス
優
勝
。
６
年
ぶ
り
の
Ｂ
ク
ラ
ス
入
り

15
日
／
こ
ろ
ば
ん
体
操
交
流
大
会

３
月

11
日
／
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

26
日
／
北
海
道
新
幹
線
が
新
函
館
北
斗
～
東
京
間
で
開
業

４
月

11
日
／
南
薩
３
市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
本
格
運
用
開
始

16
日
／
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
最
大
で
７
・
３
、
最
大
震
度
７

　
　

の
熊
本
地
震
が
発
生
（
被
災
地
で
救
助
活
動
を
行
う

　
　

消
防
職
員　

 

、
熊
本
の
学
生
の
支
援
物
資
ボ
ラ
ン

　
　

テ
ィ
ア 　

）

17
日
／
第
18
回
九
州
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
指
宿
か
い

　
　

も
ん

21
日
／
指
宿
商
工
会
議
所
40
周
年
記
念
式
典

29
日
／
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
（
ア
ロ
ハ
宣
言
含
む
）

　
　

＆
ア
ロ
ハ
健
幸
ウ
オ
ー
ク

５
月

15
日
／
第
30
回
指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

25
日
／
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
開
園
20
周
年

25
日
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
富
山
県
魚
津
市
と
対
戦
。
２
万

　
　
　

２
０
０
７
人
の
参
加
で
勝
利
し
通
算
２
勝
２
敗

27
日
／
米
オ
バ
マ
大
統
領
が
現
職
大
統
領
と
し
て
初
の
広　

　
　

島
訪
問

６
月

５
日
／
第
83
回
山
川
み
な
と
祭
り

10
～
12
日
／
第
13
回
い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

14
日
／
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
入
園
者
３
５
０
万
人
達

　
　

成

20
日
／
地
域
の
「
場
づ
く
り
」
を
行
う
シ
ビ
ッ
ク
カ
フ
ェ
事

　
　

業
開
始

28
日
／
来
年
開
催
の
鹿
児
島
国
体
に
向
け
、
市
準
備
委
員
会

　
　

を
設
立

７
月

10
日
／
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

26
日
／
桜
島
が
爆
発
的
噴
火
。
５
千
メ
ー
ト
ル
の
噴
煙

28
日
／
鹿
児
島
県
三
反
園
知
事
就
任

８
月

5
日
／
第
31
回
夏
季
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
開
幕

11
日
／
第
48
回
か
い
も
ん
夏
祭
り

11
～
13
日
／
香
港
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ
に
本
市
か
ら
５
事
業
者

　
　

が
参
加

26
日
／
県
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
川
尻
分
団
が

　
　

３
位
入
賞

31
日
／
市
と
志
學
館
大
学
が
包
括
的
連
携
協
定

９
月

９
日
／
第
71
回
さ
つ
ま
鰹か

つ
お節
産
地
入
札
即
売
会

19
・
20
日
／
台
風
16
号
で
市
内
各
地
に
大
き
な
被
害

24
日
／
第
10
回
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

24
・
25
日
／
第
69
回
指
宿
温
泉
祭

10
月

23
日
／
第
15
回
い
ぶ
す
き
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ

30
日
／
第
11
回
市
民
体
育
祭
で
柳
田
校
区
が
優
勝

11
月

３
日
／
第
27
回
指
商
デ
パ
ー
ト

１
2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

今
年
の
主
な
出
来
事

2

3

1

6

７

8

911

10 45

この一年を振り返る

グラフいぶすき 2016
気が付けば12月。もう少しで2016年が終わります。

今年の出来事を写真で振り返ります。
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12
月
３
日
～
９
日
は

障
害
者
週
間

 

こ
の
機
会
に
障
害
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

障
害
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
（
利
用
に
は
、
一
部
要
件
が
あ
り
ま
す
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

各
種
健
康
保
険
で
認
め
ら
れ
た

医
療
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負

担
金
を
助
成
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
満

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
常
に
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

心
身
障
害
者
の
保
護
者
が
生
存

中
、
掛
金
を
納
付
し
、
保
護
者

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
に
障
害

夜間・休日の精神科救急医療
電話相談窓口

者
に
終
身
年
金
を
支
給
す
る
任

意
の
制
度
で
す
。

補
装
具
費
の
支
給

車
い
す
や
義
肢
、
補
聴
器
な
ど

補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
係
る

費
用
を
支
給
し
ま
す
。

各
種
割
引

手
帳
の
種
類
・
等
級
に
応
じ
て
、

各
種
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

交
通
機
関
な
ど
の
運
賃
割
引

 

有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

 

自
動
車
税
な
ど
の
減
免

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
免
除　

な
ど

問
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
内
２
７
４

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

金
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
岡

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会
う

ま
で

　

「
シ
ュ
ッ
」
と
い
う
音
を
さ
せ

て
、
勢
い
よ
く
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
を
投
げ
る

岡
さ
ん
。
一
人

黙
々
と
練
習
に
打
ち
込
む
姿
は
、

真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

　

聴
覚
障
害
で
両
耳
が
聞
こ
え
な

い

岡
さ
ん
は
、
相
手
の
表
情
や

口
の
動
き
で
言
葉
を
読
み
取
る
口こ

う

話わ

や
、
あ
る
程
度
の
発は
つ
ご語
も
で
き

ま
す
が
、
正
し
い
情
報
の
や
り
と

り
に
は
「
手
話
」
が
必
要
で
す
。

　

以
前
の
自
分
自
身
に
つ
い
て

「
音
が
聞
こ
え
な
い
の
で
、
う
ま

く
人
と
関
わ
れ
な
か
っ
た
。
仲
間

と
打
ち
込
め
る
も
の
も
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
」
と
、
手
話
を
交
え
て

話
し
ま
す
。
本
格
的
に
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
に
取
り
組
む
ま
で
は
、

視
覚
的
に
楽
し
め
る
パ
チ
ン
コ
な

　

障
害
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
症
状
や
程
度
も
一
人
ひ
と

り
違
い
ま
す
。
外
見
だ
け
で
は
分

か
ら
な
い
障
害
も
あ
り
ま
す
。
生

ま
れ
つ
き
障
害
が
あ
る
人
も
い
れ

ば
、
成
長
し
て
か
ら
事
故
や
病
気

な
ど
で
障
害
者
と
な
っ
た
人
も
い

ま
す
。
障
害
は
誰
に
で
も
生
じ
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
も
の
で
す
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、
不
自
由
さ

を
補
う
道
具
や
周
囲
の
理
解
、
サ

ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
多
く
の
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
は
「
障
害

者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、

下
記
の
よ
う
に
障
害
を
理
由
と
し

た
差
別
の
禁
止
な
ど
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

障
害
者
週
間
を
機
会
に
障
害
へ

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ど
に
熱
中
し
、
一
人
で
行
動
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

人
と
の
交
流
が
支
え
に

　

６
月
に
県
代
表
に
選
ば
れ
て
か

ら
、
仕
事
の
後
や
休
日
な
ど
ほ
ぼ

毎
日
練
習
し
た
と
い
う

岡
さ
ん
。

練
習
中
、
興
味
を
持
っ
て
話
し
掛

け
て
き
た
市
民
に
「
大
会
に
出
場

し
ま
す
」
と
、
手
話
を
交
え
て
ど

う
に
か
伝
え
る
と
、
そ
の
後
は
会

う
た
び
に
「
頑
張
っ
て
」
と
手
話

で
応
援
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

「
応
援
が
う
れ
し
く
力
に
な
り

ま
し
た
。
一
緒
に
練
習
す
る
県
代

表
選
手
と
の
出
会
い
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
」
と
、
に
っ
こ
り
。

　

知
的
障
害
が
あ
る
高
校
生
と
の

出
会
い
も
励
み
に
な
っ
た
と
い
う

岡
さ
ん
は
「
彼
を
目
標
に
、
今

ま
で
以
上
に
練
習
に
励
み
た
い
。

彼
に
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

２
０
２
０
年
の
鹿
児
島
大
会
に
向

け
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
入
店
を

拒
否
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

　

正
当
な
理
由
な
く
、
障
害
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
拒
否
・
制
限
し
た
り
、
障
害

の
な
い
人
に
は
付
け
な
い
条
件
を

付
け
る
こ
と
は
、
不
当
な
差
別
的

取
り
扱
い
で
す
。
行
政
機
関
と
民

間
事
業
者
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
生
活
を
妨
げ
る
も
の
は

取
り
除
き
ま
し
ょ
う

　

障
害
の
あ
る
人
が
日
常
・
社
会

生
活
を
送
る
う
え
で
障
壁
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
何
ら
か
の

工
夫
や
対
応
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、

差
別
に
あ
た
り
ま
す
。
負
担
に
な

り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、
取
り
除
く

工
夫
や
配
慮
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

身
体
・
聴
覚
障
害
者
マ
ー
ク

　

肢
体
不
自
由
・
聴
覚
障
害
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
運
転
免
許
に
条

件
が
あ
る
人
が
運
転
す
る
車
に
表

示
す
る
マ
ー
ク
。
こ
の
マ
ー
ク
を

見
た
ら
、
思
い
や
り
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
の
た
め
の

国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

障
害
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る

建
物
、
施
設
を
明
確
に
示
す
世
界

共
通
の
マ
ー
ク
。
駐
車
場
な
ど
で

こ
の
マ
ー
ク
を
見
た
ら
、
障
害
者

の
利
用
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

補
助
犬
マ
ー
ク

　

「
補
助
犬
を
同
伴
し
た
人
を
快

く
受
け
入
れ
ま
す
」
と
い
う
マ
ー

ク
。
補
助
犬
を
連
れ
て
施
設
を
利

用
す
る
人
が
困
っ
て
い
た
ら
「
お

手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

耳
マ
ー
ク

　

耳
の
聞
こ
え
が
不
自
由
な
こ
と

を
表
す
マ
ー
ク
。
こ
の
マ
ー
ク
を

提
示
し
た
り
指
し
示
す
人
に
は
、

筆
談
や
大
き
め
の
声
で
ゆ
っ
く
り

話
す
な
ど
、
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

岡
さ
ん
の
活
躍
に
感
動

　

岡
さ
ん
の
朗
報
を
、
手
話
サ

ー
ク
ル
や
聴
覚
障
害
者
な
ど
、
み

ん
な
で
喜
ん
だ
と
語
る
手
話
通
訳

の
３
人
。
目
標
に
向
か
っ
て
生
き

生
き
と
頑
張
る
姿
は
、
陰
で
支
え

て
き
た
手
話
通
訳
者
に
と
っ
て
も
、

励
み
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

市
で
手
話
講
習
会
が
始
ま
っ
て

か
ら
37
年
。
地
域
の
ろ
う
あ
者
も

高
齢
化
が
進
み
、
今
で
は
病
院
で

通
訳
す
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
や
散
歩
な
ど
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
、

人
と
触
れ
合
い
『
健
幸
』
に
過
ご

し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
た
ち
も
、

よ
り
細
や
か
な
通
訳
と
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
聴
覚
障
害
者
な
ど
の

相
談
・
手
続
き
の
意
思
疎
通
を
支

援
す
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
や
要

約
筆
記
者
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

身体障害者マーク 聴覚障害者マーク

左から生
ぬ く み

見さん、小
お だ

田さん、出
い で も り

森さん

市福祉窓口の手話通訳者

不当な差別的取り扱いの例
 ⃝ 障害のある人がお店に入ろうとし

たときに、車椅子を利用している
ことを理由に断った。

 ⃝ アパートを借りようとする人が、
障害があることを伝えると、それ
を理由に貸さなかった。

良い対応例
 ⃝ ホテルや施設の窓口で、聴覚障害

のある人が筆談や手話など音声以
外の方法でコミュニケーションで
きるように対応した。

悪い対応例
 ⃝ 障害のある人が交通機関を利用す

るときに、どの乗り物に乗ったら
よいのか職員にたずねたが、分か
るように説明しなかった。

花
は な お か

岡  利
と し ひ ろ

博さん（二月田）
手話通訳者に誘われて障害者ス
ポーツを始める。直径20cm程
の円形のディスクを投げるフラ
イングディスクの県代表として
10月の全国大会に出場。飛距離
を競うディスタンスで金、ゴー
ルを狙って通過数を競うアキュ
ラシーで銅メダルを獲得。

障
害
の
あ
る
人
に
か
か
わ
る
マ
ー
ク

　県では精神疾患のある人や家族などか
らの緊急的な精神医療の電話相談を受け
付け、助言や医療機関の紹介を行います。
▶受付時間
　夜間　㊊～㊏17：00～翌日９：00
（㊗・12月29日～翌年１月３日を除く）
　休日　㊐・㊗・12月29日～翌年１月３日
　９：00～翌日９：00
▶電話番号／099-837-3458
▶注意事項
 ⃝ 緊急的な精神医療相談が対象です。
 ⃝ かかりつけの医療機関がある場合は、
まずそちらに相談してください。

 ⃝ 匿名での相談はできません。

問県障害福祉課☎099−286−2757
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報
恩

謝
徳

　

色
と
季
節
を
組
み
合
わ
せ
、
人

生
に
重
ね
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

青せ
い
し
ゅ
ん春の
次
に
来
る
の
は
朱し
ゅ
か夏
。

そ
し
て
白は

く
し
ゅ
う秋、
玄げ
ん
と
う冬
と
続
き
ま
す
。

古
い
中
国
の
五
行
説
に
あ
る
言
葉

で
す
。
年
月
を
重
ね
振
り
返
れ
ば
、

玄
冬
は
後
期
高
齢
の
時
季
を
言
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ド
ラ
え
も
ん
に
は
１
９
６
３
個

の
「
ひ
み
つ
道
具
」
が
あ
る
と
い

い
ま
す
。
す
ぐ
目
的
地
に
行
け
る

「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
を
は
じ
め

「
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
」
「
タ
イ
ム
マ

シ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。「
タ
イ
ム
マ

シ
ン
」
と
い
う
ひ
み
つ
道
具
で
青

春
の
時
代
か
ら
玄
冬
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
今
、
何
を
思
う

で
し
ょ
う
か
。

　

漂
泊
の
俳
人
、
種た

ね
だ
さ
ん
と
う
か

田
山
頭
火
に
、

「
濁
れ
る
水
の　

流
れ
つ
つ　

澄

む
」
と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
。
山

頭
火
に
と
っ
て
川
の
流
れ
と
は
放

浪
の
旅
路
で
あ
り
、
流
れ
な
が
ら

澄
ん
で
い
く
水
と
は
人
生
そ
の
も

の
言
い
表
し
て
い
ま
す
。「
年
忘

れ
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
す
る

季
節
に
な
る
と
、
こ
の
一
句
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
す
。
憂ゆ

う
し
ゅ
う愁。
悔か
い
こ
ん恨
。

痛つ
う
ふ
ん憤
…
。

　

こ
の
一
年
、
身
に
ま
と
わ
り
付

い
た
濁
り
の
水
を
、
時
の
流
れ
に

置
き
捨
て
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
人

は
新
た
な
明
日
を
生
き
ら
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
川
の
石
や
砂
で
濾ろ

か過

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
記
憶
を
抱

い
て
、
流
れ
て
も
、
流
れ
て
も

「
澄
む
」
こ
と
の
叶
わ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

聞
く
人
の
立
場
次
第
で
、
ど
う

と
も
受
け
取
れ
る
言
葉
を
日
本
で

は
「
玉
虫
色
」
と
い
い
ま
す
が
、

玉
虫
色
と
は
、
玉
虫
の
羽
の
よ
う

な
金
属
的
な
光
沢
を
帯
び
た
美
し

い
金

き
ん
り
ょ
く
し
ょ
く

緑
色
・
金き
ん
し
し
ょ
く

紫
色
を
い
い
ま
す
。

光
線
の
角
度
、
つ
ま
り
見
方
に
よ

っ
て
輝
く
色
が
変
わ
っ
て
見
え
る

の
が
特
色
で
す
。

　

織
物
の
玉
虫
織
は
縦
糸
と
横
糸

を
異
な
っ
た
糸
で
織
り
、
や
は
り

玉
虫
の
羽
の
よ
う
に
、
光
線
の
具

合
で
色
が
変
わ
り
ま
す
。
玉
虫
色

の
意
味
合
い
と
効
用
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
見
方
に
よ
っ
て

解
釈
の
変
わ
る
と
こ
ろ
が
物
事
の

決
着
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

12
月
、
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま

す
。
あ
る
人
は
人
権
を
シ
ャ
ボ
ン

玉
に
例
え
、「
傷
つ
け
ば
簡
単
に

は
じ
け
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

今
も
、
ど
こ
か
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
が

は
じ
け
て
い
な
い
か
、
大
き
い
声

の
中
に
紛
れ
る
か
す
か
な
「
衣き

ぬ

ず

れ
の
音
」
に
も
耳
を
澄
ま
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

民
家
の
庭
先
で
大
根
が
小
春
日

を
浴
び
輝
い
て
い
ま
す
。
今
や
珍

し
く
な
っ
た
風
景
に
、
巡
る
季
節

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

誰
か
が
大
根
を
洗
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
大
根
の
葉
が
せ
わ
し
く

流
れ
て
行
き
ま
す
。

指宿市長

豊
と よ ど め

留 悦
え つ お

男

流
れ
行
く　

大
根
の
葉
の　

早
さ
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
虚
子

　

CITY TOPICS

IBUSUKI
REDISCOVERY

Series  &  Essay

デンソー女子陸上長距離部が合宿 山川鶴
か く ご う

郷会
か い

が開催
全日本実業団対抗女子駅伝３連覇中のデンソー女子
陸上長距離部が10月３日から10日間、市内で合宿
を行いました。本市での合宿は初めての選手らに、
サツマイモや茶節など特産品を贈り激励しました。
今後の活躍を期待します。

山川鶴郷会（若
わかやま

山伸
しんいちろう

一郎会長）第19回総会が10
月29日、東京都で行われ、約70人の会員が集い
ました。本市からも豊留市長らが出席。懇親会で
は、指宿の特産品が当たる抽選会やおはら節の踊
りなどで盛り上がりました。

急増する外国人観光客の受け入れ対策
《観光シリーズ》光を観せて、魅せられて VOL.61

　また、指宿駅観光案内所では刘
りゅうきんか

金花さ
んが中国人などに北京語で対応していま
す。お客様は、刘さんが北京語を話せる
と分かるとホッとした様子で、対応もス
ムーズにいきます。
　その他、指宿駅を起点とした17カ所
の交差点に、砂むし温泉や知林ヶ島など
への方向や距離が分かるよう、多言語の
観光案内看板を設置しています。
　今後も多様な人に優しい観光地づくり
を進めていきます。

問観光課観光企画係☎㉒2111内328

　近年、日本を訪れる外国人観光客は急増してい
ます。平成27年の外国人観光客数は前年の47.1
％増の約1,974万人で、過去最高となりました。
　本市でも、平成27年の外国人宿泊客数は、前
年比41.7％増の6万1,948人で、以前と比べて、
街中で外国人を見掛けることが多くなってきてい
ます。特にアジア地域が91.4％と圧倒的に多く、
台湾人がその半数を占めています。また、中国か
らの観光客は前年比171.2％増と急増しています。
　そこで、今年度から台湾人と中国人のスタッフ
を雇用し、受入強化に取り組んでいます。
　台湾人スタッフの許

きょぎてい
宜婷さんは、主に台湾への

情報発信と市内観光関係者向けの台湾講座などに
取り組んでいます。

特
　
品

シ
リ
ー
ズvol.30

指
宿
名
菓
の

先
駆
者

　

摺
ヶ
浜
の
若
宮
神
社
に
由
来
す

る
子
宝
ロ
ー
ド
沿
い
で
老
舗
の
和

菓
子
店
を
営
む
鳥
越
屋
の
創
業
は

大
正
８
年
。
一
家
で
１
０
０
年
近

く
営
業
し
て
い
る
。
店
の
代
表
は

一
昨
年
の
８
月
か
ら
鈴す

ず
き木

芳よ
し
の乃

さ

ん
が
務
め
る
。
代
表
就
任
を
契
機

に
、
木
を
基
調
と
し
た
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
店
舗
に
改
装
し
、
飲

食
で
き
る
空
間
を
新
た
に
設
け
た
。

　

ま
た
、
こ
の
空
間
で
は
定
期
的

に
地
域
の
人
と
共
同
で
演
劇
や
音

楽
会
な
ど
を
開
催
し
、
憩
い
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

店
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
シ
ナ

モ
ン
の
香
ば
し
さ
に
包
ま
れ
る
。

店
の
看
板
商
品
「
い
ぶ
す
き
路
」

の
香
り
だ
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
形
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
焼
き
菓
子
で
、
中

に
は
県
産
の
コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
を

蒸
し
て
加
工
し
た
ほ
ん
の
り
と
甘

い
あ
ん
が
詰
め
ら
れ
、
小
麦
生
地

の
外
皮
に
は
桂
皮
の
粉
末
を
ま
と

う
。

　

開
発
の
き
っ
か
け
は
、
芳
乃
さ

ん
の
祖
父
が
菓
子
作
り
を
学
ん
だ

県
外
の
講
師
か
ら
、
イ
モ
を
使
っ

た
商
品
開
発
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
。
当
時
は
冷
蔵
庫
の
普
及
率

が
低
く
、
イ
モ
を
天
日
干
し
に
す

る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
そ

う
だ
。
ま
た
、
イ
モ
は
日
常
的
な

食
糧
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、

あ
え
て
菓
子
に
す
る
こ
と
へ
の
理

解
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況
だ
っ
た

と
い
う
。
イ
モ
の
焼
き
菓
子
へ
の

挑
戦
は
珍
し
く
、
斬
新
な
取
組
み

だ
っ
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
昭
和
34
年
に
全

国
菓
子
品
評
会
で
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
。
そ
の
後
、
昭
和
天
皇
が
指

宿
を
巡
幸
さ
れ
た
際
、
献
上
品
と

し
て
召
し
上
が
る
な
ど
、
地
域
を

代
表
す
る
名
菓
と
な
っ
た
。

　

同
店
で
は
、
市
の
特
産
品
の
ソ

ラ
マ
メ
や
オ
ク
ラ
を
使
っ
た
商
品

も
製
造
し
て
い
る
。
「
地
域
を
元

気
に
し
た
い
と
思
い
、
農
家
と
連

携
し
て
、
イ
モ
を
使
っ
た
新
商
品

の
開
発
を
今
も
進
め
て
い
ま
す
」

と
に
こ
や
か
に
話
す
芳
乃
さ
ん
。

地
域
を
愛
す
る
熱
い
思
い
と
と
も

に
、
新
た
な
挑
戦
に
意
欲
を
燃
や

し
て
い
る
。

問
商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
内
３
１
４

多言語の観光案内看板

中国語で接客する刘さん
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コメント
10月、いつも通る「鳥山農道」ふと空を見ると季節
の変わり目を感じる雲が出ていたので思わず車を
止めてシャッターを切りました。

「田舎道」
 撮影者：吉

よしまつ
柗 秀

ひ で み
見さん（鳥山）

焦点距離：９mm／F：８／
１/640秒／ISO：125

二
つ
の「
龍
宮
」―
開
聞
岳
一
帯
と
長
崎
鼻
―

いぶすきまるごと博物館 vol.126

　

有
名
な
日
本
神
話
の
ひ
と
つ
に
「
海
幸
山
幸
」
が
あ
り
ま
す
。
漁
が
得
意
な
兄
・
海う
み
さ
ち
ひ
こ

幸
彦
と
狩
り
が

得
意
な
弟
・
山や
ま
さ
ち
ひ
こ

幸
彦
。
あ
る
日
、
山
幸
彦
は
兄
の
釣
り
針
を
借
り
て
魚
釣
り
に
出
か
け
ま
す
が
、
海
で

釣
り
針
を
失
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
兄
は
こ
れ
を
許
し
ま
せ
ん
。
困
っ
た
山
幸
彦
は
、
釣
り
針
を
探
し

に
海
神
の
宮
・
龍
宮
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
海
神
に
歓
迎
さ
れ
て
娘
の
豊と
よ
た
ま
ひ
め

玉
姫
と
夫
婦
の
契
り
を
交
わ
し

ま
す
。
龍
宮
で
暮
ら
し
３
年
の
月
日
が
経
っ
た
と
き
、
山
幸
彦
は
失
く
し
た
釣
り
針
を
受
け
取
っ
て
地

上
に
戻
る
こ
と
を
決
意
し
、
攻
め
て
き
た
兄
を
海
神
の
霊
力
の
あ
る
玉
を
使
っ
て
こ
ら
し
め
ま
し
た
。

こ
の
神
話
は
民
話
「
浦
島
太
郎
」
の
原
型
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
聞
岳
一
帯
の
地
に
は
、
太
古
龍
宮
界
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
書
『
開
聞

山
古
事
縁
起
』
に
は
「
頴
娃
郡
往お
う
こ
り
ゅ
う
か
い
じ
の
こ
と

古
龍
海
時
之
事
」
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
後
半
の

地
誌『
三さ
ん
ご
く国
名め
い
し
ょ
う勝
図ず

え会
』に
よ
る
と
、
開
聞
十
町
に
あ
る「
玉
の
井
」
は
、

豊
玉
姫
が
朝
夕
水
を
く
ん
だ
井
戸
で
、
山
幸
彦
と
出
逢
っ
た
場
所
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
玉
の
井
周
辺
の
字
を
「
拝は
い
がヶ
尾お

」
と
い
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
山
幸
彦
と
豊
玉
姫
の
顔
合
わ
せ
の
地
と
し
て
の
「
拝
お
が
ん
が
お顔
」

が
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
鼻
に
は
、
龍
宮
城
に
見
立
て
た
「
龍
宮
神
社
」
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
明
治
44
年
に
書
か
れ
た
『
山
川
郷
土
歴
史
』
に
は
、「
岡
児
ヶ
水
区

南
岸
の
絶
景
は
字
〝
龍
宮
鼻
〟
あ
る
い
は
〝
長
崎
鼻
〟
と
い
う
。
こ
の
断

崖
の
上
に
は
〝
龍
宮
〟
と
い
う
豊
玉
姫
を
祭
祀
す
る
石
の
祠
ほ
こ
ら
が
あ
っ
て
、

海
上
鎮
護
の
神
と
し
て
尊そ
ん
す
う崇

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
近
隣
の
村
人
が
参
詣

す
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
昔
か
ら
地
域
の
人
々
が
祭
る
神
社
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
長
崎
鼻
に
は
、
開
聞
岳
一
帯
の
よ
う
な
龍
宮
伝

説
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、〝
龍
宮
鼻
〟
と
称
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
先
に
龍
宮
が

あ
る
の
で
は
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
望
む
景
色
が
美
し
か
っ
た
か
ら
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

海
に
囲
ま
れ
た
指
宿
だ
か
ら
こ
そ
、
龍
宮
に
関
す
る
伝
説
や
信
仰
が
生

ま
れ
、
現
在
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
で
は
、
12
月
17
日
㊏
か
ら
平
成
29
年
２

月
26
日
㊐
ま
で
、
企
画
展
「
も
っ
と
大
好
き
！
指
宿
展
―
海
に
開
か
れ
た
私

た
ち
の
ま
ち
―
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
文
化
係
☎
㉓
５
１
０
０

玉の井（開聞十町）龍宮神社（長崎鼻）

　

平
成
30
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
が
「
西
郷
ど
ん
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
主
人
公
の
西さ

い
ご
う
た
か
も
り

郷
隆
盛
は
、

そ
の
生
涯
で
数
回
指
宿
を
訪
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
放
送
に
伴

い
、
指
宿
に
残
る
西
郷
隆
盛
ゆ
か

り
の
地
を
観
光
客
な
ど
に
案
内
し
、

お
も
て
な
し
の
心
で
迎
え
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
新
た
に

募
集
し
ま
す
。
ま
ず
、
ガ
イ
ド
と

し
て
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
西せ

ご郷
ど
ん
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

▼
ガ
イ
ド
の
応
募
資
格

　

以
下
の
条
件
を
満
た
す
人

①
西
郷
隆
盛
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る

　

鰻
温
泉
や
山
川
港
、
そ
の
他
大

　

河
ド
ラ
マ
に
向
け
た
観
光
拠
点

　

な
ど
で
定
期
的
に
ガ
イ
ド
活
動

　

が
で
き
る
人

②
ま
ち
あ
る
き
コ
ー
ス
（
最
長
約

　

３
㎞
）
を
歩
く
体
力
の
あ
る
人

▼
ガ
イ
ド
期
間

　

平
成
29
年
５
月
頃
～
平
成
31
年

　

３
月
（
予
定
）

　
ガ
イ
ド
講
習
会

▼
実
施
日
時

　

平
成
29
年
２
月
２
日
㊍
か
ら
約

　

２
カ
月
、
原
則
と
し
て
毎
週
㊌

　

13
時
30
分
～
16
時
30
分
を
予
定

※
講
習
会
の
受
講
が
、
ガ
イ
ド
に

　

な
る
前
提
条
件
で
す
。
可
能
な

　

限
り
毎
回
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
／
電
話

▼
申
込
締
切
日

　

平
成
29
年
１
月
19
日
㊍

申     

問 

市
観
光
協
会
☎
㉒
３
２
５
２
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本のひろば
指宿図書館 ☎㉓2827
山川図書館 ☎㉟3300
ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

スマートフォン用アドレス https://www.ibusuki-lib.jp/WebOpac/mobile/index.do

12月の図書館カレンダー

忙
し
い
人
の
た
め
の

家
事
を
ラ
ク
に
す
る
収
納

【
内
容
】毎
日
忙
し
く
て
片
付
け
る
時
間

が
な
い
、
料
理
の
時
間
を
も
っ
と
短
縮

し
た
い
。
そ
ん
な
人
に
読
ん
で
ほ
し
い

一
冊
。
人
気
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
教
え
る
、
毎
日
の
家
事
を
ス
ム
ー
ズ

に
こ
な
す
簡
単
部
屋
づ
く
り
の
コ
ツ
。

夜
空
の
ス
タ
ー
・
チ
ャ
ウ
ダ
ー

【
内
容
】パ
ン
ダ
の
ポ
ン
ポ
ン
は
、
食
い

し
ん
坊
で
料
理
上
手
。
ク
ジ
ャ
ク
の
ジ

ャ
ッ
キ
ー
の
家
で
パ
ジ
ャ
マ
パ
ー
テ
ィ

ー
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ポ
ン
ポ
ン
た

ち
。
ど
ん
な
料
理
が
出
て
く
る
の
か

な
？
お
い
し
い
料
理
が
い
っ
ぱ
い
の
物

語
で
す
。

今月のおすすめ

一般図書（山川図書館） 一般図書（指宿図書館）
PICK UPPICK UP

スマートフォンサイト

スマートフォンから、図書館の資
料の検索や予約をしたり、貸出・
予約状況を見ることができます。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

手のひらの京
綿矢 りさ（著）

新潮社

忙しい人のための
家事をラクにする収納
梶ヶ谷 陽子（著）
エクスナレッジ

PICK UP

PICK UP

《
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

ぬ
い
ぐ
る
み

お
と
ま
り
会
を
開
催

　
お
は
な
し
会
の
後
、
ぬ
い
ぐ

る
み
は
図
書
館
に
お
泊
り
し
ま

す
。
図
書
館
で
過
ご
す
ぬ
い
ぐ

る
み
の
様
子
を
、
ミ
ニ
ア
ル
バ

ム
に
ま
と
め
て
後
日
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
18
日
㊐
14
時
～

15
時
（
受
付
13
時
50
分
）

▼
場
所
／
山
川
図
書
館

▼
定
員
／
10
人
（
先
着
順
）

▼
持
っ
て
く
る
も
の
／
ぬ
い
ぐ

る
み
と
大
好
き
な
絵
本
1
冊

▼
申
込
方
法
／
電
話
か
直
接

（
12
月
３
日
㊏
か
ら
受
付
開

始
）

年
末
年
始
の
休
館

　
12
月
29
日
㊍
～
平
成
29
年
1

月
3
日
㊋
ま
で
年
末
年
始
の
休

館
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
に
本

を
返
却
す
る
と
き
は
、
返
却
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
28
日
㊌
も
館
内
整
理
日

の
た
め
、
休
館
で
す
。

児童図書（山川図書館）
ＬＧＢＴなんでも聞いてみよう
ＱＷＲＣ＆徳永 桂子（著）

子どもの未来社

児童図書（指宿図書館）
夜空のスター・チャウダー

野中 柊（作）
長崎 訓子（絵）

理論社

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）… ………………… 10：30～11：15
演じ手：つちはしこども学園の先生方

ふれあい映画会（山川図書館）… ………………… 14：00～14：40

よるのおはなし会（指宿図書館）…………………… 19：30～20：00
演じ手：図書館職員

おはなしのとびら（指宿図書館）… ……………… 10：30～11：15
演じ手：あそびうたサークル「ぱすてる」の皆さん

ビデオアニメ館（指宿図書館）……………………… 14：00～14：45…

ぬいぐるみおとまり会（山川図書館）… …………… 14：00～15：00

火曜

18日

16日

10日

18日

18日

◇指宿市役所の住所　〒891-0497　指宿市十町２４２４番地　　◇指宿市ホームページ　http://www.city.ibusuki.lg.jp

お
囃は

や
し子

の
参
加
者
募
集

　

指
宿
温
泉
祭
な
ど
で
、
篠し
の
ぶ
え笛
や

太
鼓
を
演
奏
す
る
お
囃
子
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
月
２
回
程
度

の
練
習
を
予
定
。
参
加
料
は
不
要

で
、
未
経
験
者
も
大
歓
迎
で
す
。

問 

青
年
振
興
連
絡
協
議
会
事
務
局

　

☎
㉒
５
５
５
０
（
㊊
～
㊎
13
時

～
17
時
）

の
用
紙
に
意
見
な
ど
を
記
入
の

上
、
投
書
し
て
く
だ
さ
い
。

送     

問 

市
長
公
室
秘
書
係
内
内 

１
２
１

　

指
宿
市
長　

豊
留
悦
男　

行

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　

交
通
事
故
の
損
害
調
査
や
後
遺

障
害
の
認
定
手
続
き
、
損
害
賠
償

額
の
試
算
、
治
療
や
後
遺
症
の
不

安
や
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
予
約
優
先
）

▼
日
時
／
12
月
17
日
㊏

　

10
時
～
15
時

▼
場
所
／
市
民
会
館

予     

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
通
事
故
被
害
者
救

済
推
進
協
会（
南
薩
地
区
担
当
・

　

有あ
り
た田
）
☎
０
９
９-

３
４
５-

１

　

０
８
９（
㊊
～
㊎
９
時
～
16
時
）

募
集

っトク!!
情報掲示板

より楽しく・より暮らしや すく

市役所各庁舎のご案内
指宿市役所指指宿庁舎　☎０９９３-２２-２１１１
　　　　　山山川庁舎　☎０９９３-３４-１１１１
　　　　　開開聞庁舎　☎０９９３-３２-３１１１

の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
の
傍
聴
は
、
市
政
を
知
る

良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
議
会
中
継
（
委
員
会
を
除
く
）

 

指
宿
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

 

山
川
庁
舎
旧
公
金
取
扱
所

 

開
聞
庁
舎
多
目
的
フ
ロ
ア

※
日
程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

市
議
会
事
務
局
内 

５
１
２

公
有
財
産
の
売
却

　

北
指
宿
中
学
校
の
旧
校
長
住
宅

を
売
却
し
ま
す
。
地
番
な
ど
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
定
価
格
／
２
９
７
・
３
万
円

▼
現
地
説
明
会
／
12
月
９
日
㊎

▼
申
込
締
切
日
／
12
月
12
日
㊊

申 

問 

教
育
総
務
課
学
校
整
備
室
学

校
整
備
係
内 

４
１
４

市
長
に
手
紙
を
出
す
月
間

　

「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」

「
こ
こ
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
、
何
で

も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん

の
お
手
紙
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
送
付
方
法
／
封
書
で
郵
送

※
お
手
紙
に
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
地
区
名
を
、

封
筒
の
表
に
は
「
市
長
へ
の
手

紙
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
締
切
日
／
12
月
22
日
㊍

　

市
に
意
見
を
提
出
す
る
に
は
、

次
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

▼
み
ん
な
の
意
見
箱

　

指
宿
庁
舎
総
合
案
内
、
山
川
・

開
聞
支
所
の
窓
口
に
意
見
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
備
え
付
け

彩さ

か

な
花
菜
館か

ん

の
出
荷
者
募
集

　

地
場
で
生
産
さ
れ
た
生
鮮
品
や

地
域
の
特
産
品
を
販
売
す
る
出
荷

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
商
品
・
品
数
／
出
荷
者
が
生
産

ま
た
は
加
工
し
た
も
の
。
１
人

７
品
目
以
内
で
、
１
品
目
に
つ

き
30
点
ま
で
出
荷
で
き
ま
す
。

▼
出
荷
・
回
収
時
間
／
７
時
～
８

時
30
分
に
出
荷
。
生
鮮
品
の
残

品
は
、
直
売
所
の
閉
店
後
１
時

間
以
内
か
、
翌
日
の
出
荷
時
間

内
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
手
数
料

 

生
鮮
品
（
市
内
か
旧
喜
入
町
・
　

　
頴
娃
町
の
人
の
出
荷
分
）

　

売
上
額
の
21
％

 

加
工
食
品
・
工
芸
品

　

売
上
額
の
26
％

▼
入
会
金
と
年
会
費

 

入
会
金　
個
人
千
円
、
法
人
な　

　

ど
５
千
円

 

年
会
費　
個
人
２
千
円
、
法
人　

　

な
ど
３
千
円

申    

問
商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

内
３
１
４

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

11
月
30
日
㊌
に
開
会
し
た
、
市

議
会
第
４
回
定
例
会
の
日
程
は
次

お
知
ら
せ

PICK UP NEWS

　12月から、市のメールアドレスが変わ
ります。アドレス帳に登録している場合な
どは早めの変更をお願いします。旧アドレ
スも平成29年１月31日までは使えます。

※各課のメールアドレスも変更になります。
業務などでやりとりのある場合は、メー
ルで連絡します。それ以外の場合は、各
課に問い合わせてください。

（新）info@city.ibusuki.jp
（旧）info@city.ibusuki.lg.jp

▼市代表メールアドレス

市のメールアドレスが
変わります

12月５日㊊ 総務水道委員会
６日㊋ 文教厚生委員会
７日㊌ 産業建設委員会
15日㊍ 一般質問
16日㊎ 一般質問
19日㊊ 一般質問
22日㊍ 最終日（委員長報告・表決など）

※各会議は10：00から開催予定です。
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年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
年
末
年
始
マ
ナ

　

ー
ア
ッ
プ
で
事
故
防
止

▼
期
間
／
12
月
10
日
㊏
～
平
成
29

年
１
月
10
日
㊋

▼
最
重
点
項
目

 

「
つ
け
て
ま
す
か
？
運
動
」

「
プ
ラ
ス
１
運
動
」
の
展
開
と

　

夜
光
反
射
材
用
品
の
着
用
推
進

▼
重
点
項
目

 

「
３（
サ
ン
）ラ
イ
ト
運
動
」の
展
開

 

飲
酒
運
転「
８（
や
っ
）せ
ん
」

　

運
動
の
展
開

 

全
席
ベ
ル
ト
着
用
！「
し
ま
す
・

　

さ
せ
ま
す
」
運
動
の
展
開

問 

危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策
係

内 

１
５
２

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。
冬
季
は
暖
房
器
具
な

ど
の
使
用
が
増
え
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
取
り
組
み
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
取
り
組
み
の
例

 

エ
ア
コ
ン
で
暖
房
す
る
。
カ
ー

テ
ン
、
ド
ア
を
閉
め
て
暖
房
範

囲
を
小
さ
く
し
、
温
度
設
定
を

控
え
め
（
目
安
20
℃
）
に
す
る

 

こ
た
つ
や
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

（
部
分
暖
房
）
を
活
用
す
る

 

重
ね
着
や
湯
た
ん
ぽ
、
膝
掛
け

を
活
用
す
る

 

照
明
や
テ
レ
ビ
は
こ
ま
め
に
消

し
、
電
気
ポ
ッ
ト
や
炊
飯
器
の

保
温
を
や
め
る

 

調
理
時
に
圧
力
鍋
な
ど
を
使
い
、

時
間
を
短
縮
す
る

 

保
温
機
能
付
き
の
便
座
は
、
使

わ
な
い
と
き
は
ふ
た
を
閉
め
る

 
風
呂
の
追
い
炊
き
を
し
な
い

 
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
る

問 

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

内 

２
４
３

い
ぶ
す
き
忘
年
ウ
オ
ー
ク

▼
期
日
／
12
月
11
日
㊐

※
雨
天
決
行

▼
集
合
／
９
時
30
分
ま
で
に
市
役

所
指
宿
庁
舎
芝
生
広
場

▼
終
了
／
12
時
（
予
定
）

▼
距
離
／
約
８
㎞

▼
参
加
料
／
会
員
無
料
、
非
会
員

３
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

▼
申
込
締
切
日
／
12
月
10
日
㊏
12

時
ま
で

▼
申
込
方
法
／
電
話

申     

問 

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン　
　

　

グ
協
会
事
務
局（
担
当
・
廣ひ

ろ
も
り森

）

　

☎
㉒
３
２
５
２

指
宿
商
業
高
校

定
期
演
奏
会

▼
日
時
／
12
月
11
日
㊐

　

開
場
12
時
30
分
、
開
演
13
時

▼
場
所
／
市
民
会
館

▼
入
場
料
／
無
料

▼
演
奏
曲
目
／
花
の
歌
、
言
葉
に

で
き
な
い
、
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
、
ス
テ

　

ー
ジ
ド
リ
ル
シ
ョ
ー　

他

問 
指
宿
商
業
高
校
（
担
当
・
北き
た
ぞ
の薗
）

　

☎
㉕
２
２
０
４

も
っ
と
大
好
き
！
指
宿
展

  

‐海
に
開
か
れ
た
私
た
ち
の
ま
ち‐

▼
期
間
／
12
月
17
日
㊏
～
平
成
29

年
２
月
26
日
㊐

▼
場
所
／
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ

▼
入
場
料
／
大
人
２
０
０
円
、
小

人
１
０
０
円

 

お口元気歯
ハ

ッピー検診
　県内居住で、昨年度75歳の誕生日
を迎えた人（昭和15年４月～16年３
月生まれ）を対象に、無料の口腔検
診を行っています。
▶検診期間／平成29年１月31日㊋ま
で

▶受診方法／対象者には、受診券
（圧着はがき）を発送しています。
県内の実施歯科で予約し、受診し
てください。
※受診券は再発行できます。
問県後期高齢者医療広域連合事務局
　☎099-206-1329

特定健診・大腸がん検診
　今年度最後の集団健診案内です。
年に１度の検診ですのでお忘れなく。
▶日時／平成29年１月15日㊐
　　　　受付８：30～10：30
▶場所／指宿保健センター
▶対象／受診案内のはがきが届いた人
（情報提供票を利用した人は対象外）
▶申込方法／電話か直接
▶定員／先着140人
▶申込期間／12月１日㊍～19日㊊
※個別健診を希望する人は、平成29
　年１月31日㊋までに指定医療機
　関で受診してください。
申問健康増進課地域保健係内283

検診を受け忘れていませんか

▼
内
容
／
県
内
で
も
珍
し
い
「
舟

の
ご
神
体
」
を
初
公
開
。
塩
の

神
様
を
描
い
た
二
幅
の
掛
軸
の

謎
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

は
し
む
れ
日
曜
講
座

　

企
画
展
に
関
連
し
た
講
座
を
行

い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
／
12
月
18
日
㊐
10
時
30
分

～
12
時

▼
場
所
／
同
館

▼
講
師
／
同
館
学
芸
員

▼
申
込
方
法
／
電
話
か
直
接

※
当
日
の
申
し
込
み
も
可

申     

問 

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊

館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）　

　

☎
㉓
５
１
０
０

PICK UP NEWS

砂むし会館「砂楽」砂むし入浴割引券
～ホットウインターサービス期間～

有効期間　平成28年12月１日㊍～18日㊐
　　　　　　　　　　　　　　　　　  (臨時休館日の６日㊋を除く）
・大人、小人とも１人490円で入浴可
・割引券は原本に限る　　・本券で５人まで利用可
・タオル代は別料金　　　・他の割引料金との併用不可
※受付時間は８：30〜20：30まで（12：00〜13：00を除く）
 問砂むし会館「砂楽」 ☎㉓3900

きりとり線

き
り
と
り
線 朝夕や㊏、㊐は

混雑が予想され
ます。時間に余
裕を持ってお越
しください。

12

4

5

3

８００ｍ中学・高校女子
森
もり

　楓
ふうか

花さん（柳田）2分21秒
１００ｍ小１男子
大
おおぞの

薗　勇
ゆうと

仁さん（山川）18秒03
１００ｍ小２男子
大
おおさこ

迫　勇
ゆうき

稀さん（指宿・魚見）16秒67

1 勝敗を左右する玉入れ。狙いを定めて「それっ」 2 負けないぞー 3 園児もバルーンで盛り上げます
4 「みなさんご一緒に〜」スポーツ推進委員の呼びかけに会場の多くの市民が参加した健幸づくり体操
5 力強い綱引き。真剣勝負の中にも笑みがこぼれます 6 何本倒れるかな。ボールの行方が気になります
7 足並みそろえて急ごう 8 白熱した2000mリレー。声援を力に感動のゴール 9 駆け引きが繰り広げ
られる1500m走

市民体育祭
第11回

　第11回市民体育祭が10月30日、市営陸上競技場で行われました。すがすがしい秋晴れの下、綱引きや玉入れ、トラッ
ク競技、今年初めて行われた健幸づくり体操など、多彩な種目に多くの市民が参加。地域の威信を懸けて戦った結果、
柳田校区が栄冠を手にしました。また、800m走をはじめ、３種目で新記録が生まれました。

新記録

優　勝　柳田校区
２　位　指宿・魚見校区 
３　位　丹波校区
躍進賞　指宿・魚見校区

6

7　　689

催
し

健 幸

申申し込み先　問問い合わせ先　内内線　予予約　ＦＦＡＸ　連連絡先　提提出先
　　健幸マイレージ対象事業健 幸

未受診の人は、この機会にぜひ受診してください。
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次々と献花を行う参列者商品が売れるたびに生徒たちに笑顔が広がりました

戦没者追悼式が開催

戦争の悲惨さを後世へ
指商デパートが開催

多彩な商品で選ぶ楽しさ提供
指宿地区合同慰霊追悼式が11月１日、指宿老人福祉セン
ターで行われました。指宿遺族会の詫

た く ま
摩純

じゅんぞう
三会長が「戦

後71年が経過し、戦争を知る人も少なくなった。子どもや
罪のない人たちの尊い命を奪う悲惨な戦争は、繰り返し
てはならない。今の平和な日本が永遠に続くことを願いま
す」と式辞を述べた後、約70人の参列者は献花を行い、英
霊に手を合わせました。また、山川戦没者追悼式が10月
20日、山川文化ホールで行われ、約100人が参列しました。

生徒が仕入れから販売・決算までを行う「第27回指商デパ
ート」が11月３日、指宿商業高校で開催されました。今年は
「そらまＭＥＮグッズ」として、ふせんやボールペン、シャー
プペンを新発売。生徒たちの元気な「いらっしゃいませ」
が会場に響く中、韓国物産や新鮮野菜、地元の特産品や観
葉植物などを買い求める大勢の客でにぎわいました。また、
ぐりぶーやさくらなど、マスコットキャラクターとの記念撮
影や握手会がイベントを盛り上げました。

森愛花さん（写真左）の標語は「つながりの　環
わ

の中育つ　学びの芽」 バラやカーネーションなどで色鮮やかな飾り付けが完成しました

北指宿中が「かごしまの教育」県民週間学校賞を受賞

学校全体での取り組みが評価
ＪＡいぶすき・山川高校あぐりスクールが開催

五感で感じる農業の恵み
北指宿中学校が11月1日、「かごしまの教育」県民週間の標
語の部で学校賞を受賞しました。生徒全員が標語を考えて
参加しており、学校全体での取り組みが高く評価されたも
のです。県内の小・中学校で２校が受賞。生徒会長の中

なかにし
西

海
か い と

翔さんは「自分たちの学校が表彰されてうれしい。北中
の学習環境は充実していると思う」と話しました。個人では、
同中３年の森

もり
愛
ま な か

花さん（標語の部）と川尻小３年の川
かわばた

畑
小
こ は る

晴さん（ポスター原画の部）が優秀賞を受賞しました。

ＪＡいぶすき・山川高校あぐりスクールが10月29日、山川
高校で行われ、小学生19人が参加しました。４月に開校し、
山川高校の生徒の指導で野菜の植え付けや収穫、調理体
験などを行う同スクールではこの日、フラワーアレンジメン
トやイネの脱穀に挑戦。体験後は焼き芋で秋の味覚を堪能
しました。親子で参加した指宿小５年の末

す え だ
田綾

あ や か
香さん（外

城市）は「考えながら花を飾るのが楽しかった。野菜作りの
他にもいろいろ体験ができて、毎回楽しみ」と話しました。

まちの 話 題
ZOOM UP IBUSUKI

まちの 話 題
ZOOM UP IBUSUKI

「災害はない方がいいが備えは必要」と橋口会長（中央） 県内から46事業者が参加し、オール鹿児島で特産品を売り込みました

福祉避難所の設置協定を締結

災害弱者救援の取り組み開始
市出身者らが販路開拓の商談会を開催

東京で指宿の特産品を売り込む
大規模災害時に、高齢者や障害者などを老人福祉施設に
受け入れる協定が10月27日、市といぶすき地区老人福祉
施設協議会の間で締結されました。市役所で行われた締
結式には、同協議会の橋

はしぐち
口美

み き こ
貴子会長らが出席。災害時、

支援が必要な周辺住民を、施設のベッドの空きなどに応じ
て受け入れます。橋口会長は「地域の安心安全のため、役
割を果たしたい。食糧の備蓄などを含め、今後市と協議を
しながら体制を整えたい」と話しました。

市や県内の特産品を集めた商談会が10月27日・28日、東
京都内のホテルで行われ、本市からも21事業者が出展しま
した。首都圏での販路開拓を目的とした同商談会は、関東
指宿会砂蒸し温泉塾（西

にしやま
山広

ひろふみ
文塾長）と市が主催し、今年

で３回目。来場した小売や卸、外食業など266人のバイヤ
ーに、熱心に売り込みました。出展した㈲大山甚七商店の
大
おおやま

山修
しゅういち

一社長は「さまざまな業種の人と出会え、出展者
同士のつながりも深まった」と手応えを感じていました。

思いやりをテーマにたくさんのブースが並びました 山川図書館に現れた鬼神に抱えられ驚き泣く子ども

いぶすきふれ愛フェスタが開催

思いやりが人と地球を救う
成川南

みなかた

方神社のグレ廻
まわ

り

家内安全や商売繁盛を願う
第15回いぶすきふれ愛フェスタが10月23日、開聞総合体
育館で開催されました。テーマは「人、そして地球への思い
やり」。会場は、健康・福祉・環境の３つブースに分かれ、骨
密度測定検査やバザー、オリジナルのマイバッグ作りなど
の体験イベントが行われました。また、第16回ふれあいフ
レンド文化祭も同時開催。フラダンスや日本舞踊などの舞
台発表、絵画や書道などの作品展示、健康茶やみそなどの
販売があり、多くの市民でにぎわいました。

成川南方神社のグレ廻りが10月22日・23日、成川地域で
行われました。グレは、３年に１度行われる払いと祈願の神
事で、つゆはらいを先頭に厄年の男たちが神

み こ し
輿を担ぎ、鬼

神に扮
ふん

した舞い手らが集落を練り歩きます。本降りの雨の
中、鬼神は道行く子どもたちを脅かしながら新築の家など
を回り、家内安全や商売繁盛を願って舞いを披露しました。
23日には、成川保育園前広場で神

か ん め
舞が奉納され、夕刻から

深夜まで神楽を舞い五穀豊穣を願いました。
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申問市長公室広報統計係
　☎㉒2111内123We ♥BABY

〜子どもはまちの宝です〜

LOVE

太陽、ママ、ありがとう。 お姉ちゃんと仲良く元気
に育ってね！！

元気にのびのび育って
ね♪

元気で優しい男の子に育
ってね。大好きだよ

お兄ちゃんたちと仲良く、
すくすく育ってね

たくさんの幸せをありが
とう。

中
なかむら

村　太
たいよう

陽ちゃん 祝
いわいざこ

迫　優
ゆ う ご

吾ちゃん

白
しらさわ

澤　永
りょうが

駕ちゃん

田
た な か

中　雅
みやび

ちゃん

山
や ま の う ち

之内 日
ひ さ き

咲ちゃん 原
はら

　にいなちゃん

お兄ちゃんと仲良くして
元気でいてね。

生まれてきてくれて、あ
りがとう♡

中
なかむら

村　華
か れ ん

恋ちゃん

吉
よしもと

本　悠
ゆ う ま

真ちゃん

かいちゃん生まれてきて
くれてありがとう♡

すくすくと元気に育って
ね♡

東
ひがしぞの

園　櫂
か い と

叶ちゃん

田
た な か

中　結
ゆ ま

茉ちゃん

今
いまむら

村　芽
め い

結ちゃん
兄妹仲良く元気に育って
ね 指

宿
地
域

橋　

木　

キ　

ヨ　

98　

田
之
畑

坂　

元　

信　

良　

74　

道
下
上

上
川
路　

正　

道　

97　

湯
之
里

岩　

下　

豊　

次　

79　

湊　

南

尾　

辻　

正　

藏　

65　

二
月
田

水　

迫　

實　

雄　

82　

宮
之
前

小　

磯　

ハ
ル
エ　

68　

南
迫
田

下
川
路　

喜　

人　

67　

潟　

口

白　

川　

ハ
マ
子　

83　

高
野
原

福　

元　
　
　

猛　

101　
大
牟
礼
西

下
髙
原　

信　

子　

90　

湯
之
里

高　

橋　

サ
ダ
子　

90　

柳　

田

打　

越　

正　

子　

86　

迫
北
下

𫝆　

村　

キ　

サ　

92　

玉　

利

小
牟
礼　
　
　

茂　

97　

下　

里

葊　

森　

キ
ミ
ヱ　

90　

田
之
畑

福　

岡　

英　

雄　

83　

北
十
町

田　

代　

和　

俊　

82　

小
牧
西

岩　

﨑　

昌　

德　

74　

温　

湯

濵　

田　

キ
ヨ
子　

84　

潟　

口

渡　

瀨　

忠　

義　

82　

上
吹
越

山
川
地
域

西　

田　

ト
メ
子　

87　

大　

石

宮　

澤　

清　

子　

91　
　

西

中　

田　

顕　

子　

53　

中　

央

中　

村　

道　

治　

76　

前
原
上

福
ケ
迫　

熊　

憲　

87　

神
方
下

西　

元　

マ
ス
子　

75　

前
原
上

木　

下　
　
　

洋　

73　

田　

上

井　

手　

セ
ツ
子　

81　

森
松
東

野　

元　

隼　

雄　

88　

大　

石

新　

留　

恭　

大　

27　

森
松
西

西　

山　

健　

次　

99　

谷
村
上

濵　

田　

勝　

行　

55　

東　

道

前　

村　

勝　

男　

90　

前
原
下

久　

保　

繁　

輝　

87　

小
川
西

開
聞
地
域

冨　

田　

昭　

三　

87　

松
原
田

新　

吉　

ナ　

ル　

96　

入　

野

小
荒
田　
　
　

忠　

82　

西　

元

道　

地　

重　

光　

77　

入　

野

竹　

山　

フ
ジ
ノ　

85　

川
尻
西

室　

屋　

末　

治　

88　

上　

手

中　

村　

フ
ミ
子　

86　
　

脇

濵　

田　

直　

子　

59　

川
尻
上

誕
生

う
ぶ
ご
え

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼

お
く
や
み

指
宿
地
域

山
川
地
域

開
聞
地
域

市
外
地
域

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に
代

え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※�

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け
出

時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・
開

聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申
し

付
け
て
く
だ
さ
い
。
他
市
町
村
で

届
け
出
し
た
人
で
も
、
希
望
が
あ

れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

10
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
第
63
回
山
川
福
祉
交
流
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
第
３
回
指
宿
福
祉
交
流
会

○
指
宿
塩
販
売
組
合

○
指
宿
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
協
議
会
連
合
会

篤　

志

一
般
寄
付

中な
か
む
ら村　

華か
れ
ん恋

下　

里

真　

悟

楠　

枝

白し
ら
さ
わ澤　

永り
ょ
う
が駕

迫
北
上

昂　

平

里　

子

濱は
ま
さ
き崎　

華は
な
み望

迫
北
上

大　

輔

慶　

子

今い
ま
む
ら村　

茉ま
ひ
な雛

東（
福
元
）

尚　

貴

奈　

穂

山や
ま
し
た下
千ち

は

や
早
哉

町
８
区

慎　

哉

美　

穂

𫝆い
ま
む
ら村　

芽め

い結

山　

神

啓　

吾

真　

美

福ふ
く
な
が永　

悠ゆ
う
と斗

谷
村
上

智　

裕

　

緑

下し
も
よ
し𠮷　

郷さ
と
か詩

西
開
聞
　

裕
惠　

理

松ま
つ
ざ
わ澤　

蒼あ
お
し士

松
原
田

秀　

士

絵　

理

田た
な
か中　

結ゆ

ま茉

田　

中

弘　

樹

舞　

子

岩い
わ
も
と本　

胡く
る
み桃

川
尻
北

圭　

介

清　

美

中な
か
ね根　

颯そ
う
す
け佑

愛
媛
県

四
国
中
央
市

佑　

真

彩　

子

平ひ
ら
は
ら原　

悠ゆ
う
た太

鹿
児
島
市

充　

崇

麗　

子

吉よ
し
も
と本　

悠ゆ
う
ま真

埼
玉
県

さ
い
た
ま
市

幸　

平

由
美
子

白し
ろ
ま間　

心こ
は
な花

南
九
州
市

候　

生

　

綾

西に
し
む
た

牟
田
晏あ

ゆ由

垂　

門

健　

作

史　

華

祝い
わ
い
ざ
こ迫　

優ゆ
う
ご吾

外
城
市

大　

作

祥　

子

下し
も
に
し
の
そ
の

西
ノ
園
陽は

る琉
二
月
田

一　

也

奈
津
美

上う
え
の野　

紫ゆ

と斗

五
郎
ヶ
岡

嘉　

斗

紫　

織

諸も
ろ
ど
め留　

一い
っ
さ颯

北
十
町

勝　

也

美
由
紀

井い
の
う
え上　

和か
ず
よ
し義

北
十
町

征　

治

満
里
奈

原は
ら　

に
い
な

弥
次
ヶ
湯

智　

生

由　

香

中な
か
し
ま島　

和お

と音

柳　

田

英　

二

い
ず
み

中な
か
む
ら村　

太た
い
よ
う陽

湊　

上

虎
太
郎

舞　

子

𫝆い
ま
ば
や
し林　

乃の

あ愛

迫　

中
　

雅
裕　

香

紺こ
ん
や屋　

希き
す
け介

迫
北
下

大　

地

美　

恵

山や
ま
の
う
ち

之
内
日ひ

さ
き咲

摺
ヶ
浜
中

仁　

志

真
理
子

東ひ
が
し
ぞ
の園　

櫂か
い
と叶

中
小
路

和　

憲

美
奈
子

出で
ぐ
ち口　

花か

え笑

小　

田

拓　

也

幸　

代

松ま
つ
も
と本　

廉れ
ん
ま真

丈　

六

聖　

優

　

彩

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
は
、

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り

で
す
。
ご
み
処
理
施
設
へ
の
搬
入

（
有
料
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
清
掃
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
指
宿
地
域
の
人

▼
年
末
／
12
月
30
日
㊎
ま
で

▼
年
始
／
１
月
４
日
㊌
か
ら

▼
時
間
／
８
時
30
分
～
16
時
30
分

頴
娃
ご
み
処
理
施
設

▼
対
象
／
山
川
・
開
聞
地
域
の
人

▼
年
末
／
12
月
31
日
㊏
12
時
ま
で

▼
年
始
／
１
月
４
日
㊌
か
ら

▼
時
間
／
８
時
30
分
～
12
時
、
13

　

時
～
16
時
30
分

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

山
川
・
開
聞
ご
み
処
理
場

▼
年
末
／
12
月
30
日
㊎
ま
で

　

利
用
に
は
許
可
証
が
必
要
で
す
。

12
月
28
日
㊌
ま
で
に
山
川
・
開
聞

庁
舎
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
尿
く
み
取
り
の
依
頼

　

年
末
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
12
月
24
日
㊏
頃
ま
で
に
業
者

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問 
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
内 

２
４
５　

　

市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
３
５
５
９

　

頴
娃
ご
み
処
理
施
設

　

☎
㊱
１
３
５
８

12月最後 平成29年1月最初
燃える
ごみ

燃えない
ごみ

燃える
ごみ

燃えない
ごみ

指
　
宿

丹波 29日㊍ 14日㊌  ５日㊍ 11日㊌
今和泉・柳田 30日㊎ 15日㊍  ６日㊎ 19日㊍
指宿・魚見・池田 28日㊌ 23日㊎  ４日㊌ 27日㊎

山
　
川

福元 ･ 町 ･ 大山 ･ 利永 29日㊍ 30日㊎  ５日㊍ 27日㊎
鰻 ･ 尾下 30日㊎ 30日㊎  ６日㊎ 27日㊎
成川 ･ 小川 ･ 岡児ヶ水
浜児ヶ水 28日㊌ 27日㊋  ４日㊌ 31日㊋

開
　
聞

川尻 ･ 松原田 29日㊍ 14日㊌  ５日㊍ 11日㊌
十町 ( 松原田を除く ) 27日㊋  ７日㊌  ７日㊏  ４日㊌
仙田 ･上野 27日㊋ 21日㊌  ７日㊏ 18日㊌

地区立会い収集 地域ごとのごみ出しカレンダーで確認して
ください。ステーション収集

常設収集所

▶年末／12月29日㊍まで
▶年始／ 1 月 4 日㊌から 
・指宿庁舎 (8：00 ～19：00)
・開聞庁舎 (9：00 ～17：00) 
・山川ごみ処理場（㊊～㊎ 8：30 ～17：00、　　
　　　　　　　　　㊏ 8：30 ～12：00）       

▶燃えるごみ・燃えないごみの収集日

▶資源ごみ
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「眠れない」「長く続く痛み」には注意して！
  うつ病かも？

〜分かりやすい医療の話〜
Medical Lecture

　衝撃的なことですが、自分で死を選ぶ方々が、年

間25,000人近くいます。その背景には、さまざまな要

因とうつ病の増加が指摘されており、現在その対応

と予防などについて国や県を挙げて努力していると

ころです。「うつ」は誰にでも起こり得るもので、一生

のうちに「うつ」を経験する人の割合は、人口の15％

にも上るいわれています。それにもかかわらず、「うつ

状態」でありながら病院で受診しない人が極めて多

いようです。心療内科や精神科の受診に抵抗がある

ためだと思われます。

　また、うつ病で医療機関を受診する人の中で、９割

の人は精神科以外を受診し、そのうちの６割ほどの

人は、体の不調を訴えて内科を受診しています。うつ

病は、「抑うつ気分」「興味または喜びの消失」とい

った特徴的な精神症状のみを示しているわけではな

いのです。「眠れない」「疲れやすい」「食欲がない」

「長く続く痛み」などの症状も出やすく、内科的な病

気と思われがちですが、「うつ」が隠れている場合

が多いのです。中でも「眠れない」は、ほぼ必発です。

このような場合は、内科的な治療だけでは回復は難

しいことがあります。現状を踏まえ、現在、精神科以

外の医療機関と精神科・心療内科との間に、連携の

システムが強化されて、かかりつけ医が的確に診断

し、専門の医療機関の受診を勧めてくれるシステム

（指宿不眠ネット）ができています。これらの症状が

ある場合は、まずはかかりつけ医へ相談をしていた

だきたいものです。

　さらにもう一つ注意することは、高齢者でよく起こ

ることですが、ここ１～２カ月で急に物忘れなどが見

られるようになり、急にぼけてきたのではないかと疑

われる場合があります。これは「うつ」により、集中

力などが欠如し、さらに物事を正しく判断する能力

が低下するため、物忘れと誤解されるときに起こりま

す。これは「仮性認知症」といわれます。「うつ」の治

療で回復する可能性があります。認知症はゆっくり

進行していくことが多く、急に起こるものではないた

め、急な認知症の進行には周囲が早く気付き医療機

関へ相談することが大切です。

　うつ病は、無理をすればするほど症状の進んだ状

態になり、結局回復に長時間を要することが多いた

め、早めにかかりつけ医に相談し、ゆっくり休養をと

ることが大切です。

Doctor

今月のドクター
指宿医師会

赤
あ か さ き

崎　安
や す た か

隆
問指宿医師会　☎㉞2820

日曜・祝日当番医・薬局・水道工事当番店

月日 医療機関名（診療科） 電話番号

12月４日㊐
【外科】指宿医療センター ☎㉒2231

【内科】小吉胃腸科クリニック（※） ☎㉔2011

12月11日㊐
【外科】指宿脳神経外科 ☎㉗1177

【内科】宮薗病院（※） ☎㉜2001

12月18日㊐
【外科】池田診療所 ☎㉖2101

【内科】いぶすき内科 ☎㉓3239

12月23日㊎
【外科】生駒外科医院 ☎㉒3059

【内科】指宿浩然会病院（※） ☎㉒3295

12月25日㊐
【外科】木之下クリニック ☎㉓3940

【内科】福元医院（※） ☎㉒3053

12月29日㊍
【外科】指宿医療センター ☎㉒2231

【内科】指宿さがら病院 ☎㉒3079

12月30日㊎
【外科】今林整形外科病院 ☎㉒2710

【内科】福岡医院（※） ☎㉜2022

12月31日㊏
【外科】生駒外科医院 ☎㉒3059

【内科】伊藤記念病院 ☎㉔4466

１月１日㊐
【外科】指宿医療センター ☎㉒2231

【内科】指宿医療センター ☎㉒2231

１月２日㊊
【外科】指宿脳神経外科 ☎㉗1177

【内科】肥後病院（※） ☎㉒4148

１月３日㊋
【外科】木之下クリニック ☎㉓3940

【内科】橋口医院 ☎㉟0022

１月８日㊐
【外科】今林整形外科病院 ☎㉒2710

【内科】指宿さがら病院 ☎㉒3079

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時） 日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）
月日 薬局名 電話番号

12月４日㊐ 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

12月11日㊐ なのはな薬局
かいもん・トミタ薬局

☎㉔1111
☎㉜5234

12月18日㊐ そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021

12月23日㊎ チェリー調剤薬局
わたせ薬局

☎㉔3705
☎㉒4739

12月25日㊐ イブスキ薬局
ハート薬局

☎㉔4516
☎㉓2377

12月29日㊍ 指宿薬剤師会薬局
イブスキ薬局

☎㉒6343
☎㉔4516

12月30日㊎ ハッピー薬局 ☎㉖4189

12月31日㊏ チェリー調剤薬局 ☎㉔3705

１月１日㊐ 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

１月２日㊊ なのはな薬局 ☎㉔1111

１月３日㊋ イブスキ薬局
しのはら薬局

☎㉔4516
☎㉟2757

１月８日㊐ ハッピー薬局
イブスキ薬局

☎㉖4189
☎㉔4516

【外科：赤色　 内科：緑色】　
 かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

（※） 印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康診査が受診
できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

水道工事当番店
※ 水道工事に関する当番店です。下水やトイレの詰まりなどは、なじみの

工事店にお願いしてください。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

指宿地域
12月１日～4日 ㈱後迫組 ☎㉕3111
5日～11日 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
12日～18日 ㈲丸栄設備 ☎㉓2694

19日～25日 ㈲丸山水道工務店
☎㉓3131
（夜・休☎090-8911-3357）

26日～27日 ㈱福尚 ☎㉒4529
28日 中川水道㈲ ☎㉕2706
29日 ㈱後迫組 ☎㉕3111
30日 ㈲和田水道 ☎㉒4522
31日 ㈲丸栄設備 ☎㉓2694

１月１日 中村設備 ☎㉒3013
２日 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
３日 ㈱岩野建設 ☎㉓3302

４日 ㈱出口組
☎㉖2105
（夜・休☎㉖2165）

５日～８日 ㈱丸善産業
☎㉕5200
（夜・休☎090-8763-0866）

山川地域
12月 ㈲前田電気 ☎㉟9239
１月 ㈱常盤建設 ☎㉟0872

開聞地域
12月 ㈲建龍 ☎㉜2228
１月 永吉建設㈱ ☎㉜3181

月日 歯科医療機関名 電話番号
12月31日㊏ まわたり歯科医院 ☎㉓3161

１月１日㊐ そのだ歯科医院 ☎㉒3561

１月２日㊊ いぶすき歯科医院 ☎㉕5050

１月３日㊋ 北薗デンタルクリニック ☎㉒6401

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会館口腔
　保健センター（☎099-223-0378）を利用してください。

長期休日当番歯科医（診療時間９時～１２時）
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応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

抽
選
結
果
は
、
１
月
の
広
報
い
ぶ

す
き
で
発
表
し
ま
す
。
お
楽
し
み

に
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
健
康
作

り
を
し
て
、
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
に

応
募
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

山
川
港
に
桜
島
フ
ェ
リ
ー
が

泊
ま
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
婚
活
の
イ
ベ
ン
ト
だ

っ
た
ん
で
す
ね
～
。
素
敵
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
34
歳　
リ
ー
）

10
月
22
日
、
指
宿
商
工
会
議
所

青
年
部
が
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
イ
ブ

キ
ッ
ス
恋
ク
ル
ー
ズ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
桜
島
フ
ェ
リ
ー
を
会
場

に
、
総
勢
２
８
０
人
が
参
加
。
錦

江
湾
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
の
告

白
タ
イ
ム
で
は
、
３
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
成
立
し
た
よ
う
で
す
。
た
く

さ
ん
の
人
に
、
す
て
き
な
出
会
い

を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

砂
楽
を
利
用
し
た
時
の
こ
と
。

体
の
不
自
由
な
人
が
４
人

く
ら
い
で
旅
行
に
来
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
砂
む
し
を
利
用
す
る
の

に
、
車
イ
ス
で
下
に
行
く
こ
と
が

出
来
ず
、
手
を
つ
な
い
で
階
段
を

降
り
て
い
く
事
で
し
た
。「
ス
ロ
ー

プ
で
も
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
」
と

話
し
て
い
る
と
、
砂
か
け
係
の
人

が
す
ぐ
に
車
イ
ス
を
取
り
に
手
伝

っ
て
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
71
歳　
肝
っ
た
ま
か
あ
さ
ん
）

砂
む
し
温
泉
「
砂
楽
」
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
砂
浜
ま
で
の
通
路
の

ス
ロ
ー
プ
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
指
宿
港
海
岸
整
備
事
業
と

併
せ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
お
困

り
の
際
は
、
係
員
が
お
手
伝
い
し

ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

ここは市民の集いの場。
広報誌お知らせ版の
クイズに応募いただいた
意見などを
掲載しています。

あめ色に輝くオリビン

11月14日、市内からも見えた
68年ぶりの大きさのスーパームーン

（42歳　フレンズオブアース）

孫
と
オ
リ
ビ
ン
を
探
し
に
川

尻
海
岸
に
行
き
ま
し
た
。

小
さ
く
て
キ
ラ
キ
ラ
し
た
オ
リ
ビ

ン
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
海
が
ず
っ
と
キ
レ
イ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
61
歳　
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
）

川
尻
海
岸
の
オ
リ
ビ
ン
は
、
開

聞
岳
か
ら
噴
出
し
た
溶
岩
に
含
ま

れ
る
、
幸
福
、
友
愛
、
夫
婦
の
愛

な
ど
の
石
言
葉
を
持
つ
宝
石
。
砂

の
中
か
ら
探
す
の
は
大
変
で
す
が
、

見
つ
か
る
と
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
で

は
、
オ
リ
ビ
ン
に
ビ
ー
ズ
を
加
え

て
作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
万
華
鏡
作
り

体
験
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
に
も
人
気
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
お
す
す
め
で
す
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
夏
だ
っ
た

気
が
す
る
の
に
、
急
に
寒

く
な
り
ま
し
た
ね
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
毎
年
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

か
ご
し
ま
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
楽
し
み
で
、
孫
た
ち
も
大
喜
び

で
す
。
今
年
は
い
つ
か
ら
始
ま
る

の
で
し
ょ
う
か
？　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
64
歳　
女
性
）

10
月
末
ま
で
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を

着
用
し
て
い
る
指
宿
。
夏
が
終
わ

る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
冬
が
来
る

気
が
し
ま
す
ね
。
今
年
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
12
月
３
日
㊏
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
約
30
万
球
の
電
飾

の
ほ
か
、
特
殊
効
果
花
火
や
イ
リ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

広
報
紙
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協

会
を
知
り
入
会
し
ま
し
た
。

月
１
回
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
楽
し
み
で
、
毎
日
歩
い
て
い

ま
す
。
市
の
特
定
健
診
の
結
果
も

す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
協
会
の
友
達
も
で
き
て
、

生
き
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
（
73
歳　
女
性
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
、
心
も
体
も

健
康
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

な
に
よ
り
で
す
。
誰
か
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
の
も
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
よ
ね
。
特
定
健
診

も
大
事
な
健
診
で
す
。
未
受
診
の

人
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
健
診
は
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

人
口
も
減
少
し
て
高
齢
化
社

会
に
。
活
気
が
な
い
の
で

若
者
の
働
け
る
仕
事
場
が
ほ
し
い
。

　
　
　
（
60
歳　
ツ
ヤ
ち
や
ん
）

市
の
人
口
は
昭
和
25
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
続
け
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
働
き
手
も
不
足
し

て
い
て
、
特
に
看
護
や
介
護
、
建

設
業
で
人
手
不
足
が
深
刻
な
よ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
働
け
る
場

所
の
確
保
と
市
外
か
ら
若
い
世
代

を
呼
び
込
む
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
に
初
め
て

応
募
し
ま
し
た
。
当
選
す

る
と
い
い
な
ぁ
～
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
69
歳　
カ
ズ
君
）

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋寄ってらっしゃい

家族や恋人と楽しい時間を

すてきな出会いを演出した桜島フェリー
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